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支部長あし､さつ　　　膏原索劾

嚇棟も次約二jLヒ色艶卜化の泉て十勝でも痛菅も太くなり＼

鮭との物はじれ月物の躍動の奪節を数えう像と成りさした.

金興の敬承にはそれぞれご包分の熱気こ欄を上寺に硬さ九･

ご丸魚ぐみ姦し0)ことyL存じますが-如何ですか.蘭て一昨年畑

蚤断絶着た㈱t.して赦して頻禾/午.7_ヶ月､食喚昏硬

のご即乙.名更峨一県生命･敵･息脇･触ンクー､qi

内脛ランチ｣ア回路･管内の償健軒､稗缶覇雅行為d)禿々の熱触れ

る御摘草･稗協力に去り各棟車菜に果敢に射鵜舟･その乗緒が萄

く評個され嫁蝿期覇で東希に寄徹されr=のて小は為し､ガと尽し＼ま

すU幽像樺東名励こ対し軟め7厚く柳礼申L,上げ急T.を重い台乙

わるし､店象厳の元々の病魚をガぼし､つクの弟軌ぐ都象し､さす.自今

の病魚の蜂良を知り､案の畳も最少に､効果を最大限になるd-う男

わ､斗敢為を象り.明るし＼人生を目鼻し頑張ううて小店ありません

か｡
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幽6即綿々75'呼より　町え化モニターに～

体熱頓席あります.

金敷､家歓の線に//Jるタく鋤L～し､たrl-き　締本丸金星

･瑚2dJ,LL＼L柊7 -(います･当白金場で･東狩うLています･

夜襲一同より
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/タグ0年度鬼勅教室(音更文辞葬儀金)

ダ巧JP C, (日本敵意･家族団体勧銀会)畠金湖南行動挽剰牽凍

噛頗泉(ネし楓)号廉

5-月　晩秋見又棚大金(叱免)膏鹿､ノ灯や､殿和人

bR　十㈱医協乾広角乾斉/JE度凍卓フり(帯封藤乱宵や､顛宅
j久

畑断碑了布乙の爽鹿金(:黍別)菅原､身頃

7月　租郎豹休息呆行を県会(牙/a)賓承

麹碩あ右､豪族の亀爽灸く腐度センター)菅私阻､如斬

牙/7腐食亀粂会(札恨)/頚Z日　管廉､風主､毅内2^

3月　町社息為如く食実行黍鼻息(斉ヱ回)菅廉

?貝　㈱金糸か(え孔センター)患私促丘､練乳赦内水

体躯友.珊品ノげ一一JP C,鮎細魚象2^･協が頂2^

3.抑/灸奥行番数塩見脇金く凪を飯館)営承･藤乱費的

/I/月　鰯絶T購え野草萄新､敵鼻野3,ヨ- /レ一人風貌乳容色Å

ネ堀金(_審ふ)藤乱数内

J- ㍗ c/今晩転乗鼻急く兼i市)触

'絹兼彪撃かノ＼ど｡紘わき愈薯か段立絶食L'雛長塩雷)

【zR　患者､象畝の新年束兼良(保鮭乞ンプ-- ) /全額負

髄絶え静夜舜新路灸(美顔町)膏廃､敷板/i

3呂　海線文節会計組､翻.文節釆務i'_BJP為金線(&促瑚



白親相貌確執_

争敬承未読　4甥　　　　柏餅内庭

薪　桝　　プ碑　　　雁勧卑客リノ､ごり　触11度

感銘相畝　ぷ件　　　病魚･経義金について　瀞患棟

埜輿純鮎. ～({-･:輿

町への牽撃塾

へJL,ノe-の'-絃患　身障足軽の改名

塊稗田トイレの′檀し鼓し(鹿嵐糸底)

I)フトノJスの牽錆(懲観象)

教畝への要竺　リ7Lノヾスの草錦(東泉象)

ご萄吋ありがとうございました.

魯更えんばばの金線　′クク0月

窄鹿負鞠鹿　　　　　7.∫0 0月

棚凍　　　　5T,クc c jq
0　-　0　-　0-　0　-　0

-　0　-　0　-　0　--...･.･･.･.･ 0 I-.

冴L息の頼痢セ>グーFす.

･金員･家秋:噸のカも刺冊

zttきます,

相教室一食観象.轟為里等

把途ノこJkじ～､ご制約下?卜.
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上官己の件について､故正なる監査の結果適正であることを

報告いたします.

1991年　ゲ月　㌢日

支部会計監査

氏名　臥　Mj　一義7　私

氏名
印





(財団法人　北海道難病遵)

音更支部申し合わせ事項

･●

~●

1･名　称　本会の名称は､財田法人北海道無病適音更支部とする｡

2､事務所　　本支部の事務所は音更町内に慶く｡

3､日　的　本支讃=よ､財団法人北海道難病連の寄付行為､基本絹緬､

及び理念に基づき､音更町に在住する会員､ _eJ者･家族の

相互の励ましと埋け合いを基本とし､自らの休戦を基礎と

して､砿く町民に難病問題-の理解と協力を求め､もって

町民の福祉と健康の推薦に寄与しようとするものである0

4､構　成　本支部は､財団法人北海道発病連に所属する部会(疾病別

加盟団体)の会員であって､音更町に在住する者､及び

その家族をもって横成する｡

5､役員及び任期　本支讃=ま､財団法人北海iB難病遵寄付行為施行細則に

基づいて､次のとおりとする｡

1)　支部長　　1名

2)　事務局長　1名

3)　幹　事(運営委員でもよい)若干名

4)　監　却　　1名

5)　退難病連評課員(兼任) 1名

なお任期は1年とし､再任は妨げられないち

のとする｡



6､全文､会計､会議､及び遷宮について

本支部の会費､会務及び運営に粥する全てについては､財団法

人北海道無病連の寄付行為及び同細別に基づいて行われるもの

とする｡

7､ 1)　本支乾は､ 3の目的を達成するために､次の串薬及び行革を

行なう｡

①会員の親睦､交流のための事薬｡

②道弊病連の主催する事業､行事への参加

③町及び町民に対する理解と支度を求める活動｡

④その他

2)　また､これらの事菜､行革の推進及び支部の運営にあたっては､

十勝支部をはじめとして､十勝支庁管内につくられる各支部と

の連携･連帯の努力を行なうものとする｡

8､その他

支苛の遷宮に関して必要な事項は役員会において協議を行ない､

合意をもって推進するものとする｡

付則

1)当申し合わせ事項は1991年4月1日より発効する｡
●~
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